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悪性腫瘍の3大治療は、手術、放射
線、薬物療法であるが、近年、第4
の治療としてアブレーション治療
が発展してきている。肺腫瘍に対
するアブレーション治療として最
も広く用いられているのはラジオ
波焼灼術であるが、当科では2002
年から超低温で腫瘍を壊死させる
凍結融解壊死療法を行ってきた。
原発性肺癌、転移性肺腫瘍を中心
とする胸部悪性腫瘍に対する凍結
融解壊死療法のエビデンスと今後
の展望について解説する。
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